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第11部　クラウドコンピューティング基盤の構築と運用

第１章　クラウド WG 2018年度の活動

WIDEクラウドワーキンググループは、今後のクラウド

技術の研究開発を推進するために2010年1月に設立され

た。複数のWIDE組織間に渡って運用される広域連邦型ク

ラウドシステムであるWIDEクラウドシステムの運用と、

クラウド基盤を活用した技術の研究開発を行っている。

2018年度は、実用面を考慮した大規模ログ検索エンジン

の実装、深層学習を利用したURL分類技術に取り組んだ。

第２章　スケールアウト可能なログ検索エンジン

大規模な基盤システムを運用する場合、規模性を備えた

監視の仕組みを構築することがシステムの維持管理の

ために重要となる。本活動では、大量の基盤システムか

ら出力される診断メッセージ（ログメッセージ）をリア

ルタイムで保存、高速に検索するためのシステムである

Hayabusaの研究開発を進めている。昨年度から引き続

き、時間軸での検索に最適化したデータベース構造によ

る、高速なログ蓄積および検索エンジンの開発を進めた。

今年度は実際に利用する場合のインターフェースも考慮

し、ウェブベースのユーザーインターフェースの開発に

着手した。（図１）

第３章　URLビット列出現頻度によるURL分類

昨年度、URLの文字列を深層学習を用いて詐称サイトと

通常サイトに分類できる可能性を提示した。今年度は、

その基本概念を利用し、Interop Tokyo 2018での実ト

ラフィックを用いた運用検証を実施した。展示者ブース

から外部へアクセスされるURLを解析し、事前にトレー

ニングしたニューラルネットワークモデルにて分類を

実施、ウェブ画面を通じてその結果をリアルタイムに提

示することができた。ただし、その分類精度に関しては

検証する手段が存在せず、主観的な判断にとどまった。

トレーニングに用いたトラフィックと、イベントネット

ワークを流れるトラフィックの違いもあり、あまり高い

精度は出ていなかったと思われる。（図２）

第４章　WIDEクラウドの今後

現在、世の中のクラウド基盤は、仮想基盤ベースのもの

からコンテナベースのより軽量な基盤を中心とした構造

に移行しつつある段階と考えられる。研究基盤としての

WIDEクラウドも、新たな要求に対応できるような目標の

再設定を検討しつつ活動を進めていく。
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図1  Hayabusa

最新のHayabusaはGithub[51]で公開されている。
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図2  Phish Finder（Beta）


